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2025小泉サマーセール

いずみ会
合同研修会

10月28日（火）～
11月1日（土）

●会場　
　 グランドニッコー東京 台場
（東京都港区台場）

講 演 会講 演 会

マシンガンズ滝沢と考える
未来をつなぐごみとの

向き合い方

講師  滝
たき

沢
ざわ

秀
しゅう

一
いち

氏
マシンガンズ
（太田プロダクション）

〒167-0051 東京都杉並区荻窪 4-30-16 藤澤ビルディング 2F TEL.03-3393-2511 ㈹
㈱小泉／㈱小泉東北／㈱小泉中央／㈱小泉多摩／㈱小泉東関東／㈱小泉北関東／㈱小泉中部／㈱小泉神奈川
㈱小泉相模／㈱小泉東海／綜合電材㈱／㈱住建／城北厨房㈱

期間

4月21日 ▶9月20日

第一部 第二部

のご案内海外優待旅行

温暖気候の島
「タスマニア」と
都会の中の自然を
楽しむ「シドニー」
8日間の旅

AACOURSECOURSE

アンダマン海の真珠
「プーケット」と
エキゾチックな
国際都市「バンコク」

6日間の旅

ABCOURSECOURSE

歴史と食を堪能！
「韓国」
3日間の旅

ACCOURSECOURSE

水
質
・
環
境
基
準
の
見
直
し
へ

水
質
・
環
境
基
準
の
見
直
し
へ

中
環
審

部

会
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
で
小
委
員
会
合
同
会
議

上
下
水
道
管
路
の
点
検
見
直
し

重
大
な
社
会
的
影
響
の
回
避
へ

中
央
環
境
審
議
会
水
環
境

・
土
壌
農
薬
部
会
の
「
水
道

水
質
・
衛
生
管
理
小
委
員

会
」
と
「
人
の
健
康
の
保
護

に
関
す
る
水
・
土
壌
環
境
基

準
小
委
員
会
」
は
４
月
２５

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央

合
同
庁
舎
５
号
館
で
第
２
回

合
同
会
議
を
開
催
し
た
。
水

道
水
・
公
共
用
水
域
・
地
下

水
に
お
け
る
有
機
フ
ッ
素
化

合
物
（
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
）
に
つ
い

て
水
質
基
準
・
環
境
基
準
の

見
直
し
を
行
う
。

環
境
省
は
２
月
２６
日
か
ら

３
月
２７
日
ま
で
「
水
道
に
お

け
る
水
質
基
準
等
の
見
直
し

に
つ
い
て
」
（
第
１
次
報
告

案
）
と
「
水
質
汚
濁
に
係
る

人
の
健
康
の
保
護
に
関
す
る

環
境
基
準
等
の
見
直
し
に
つ

い
て
」
（
第
７
次
報
告
案
）

に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
。
計
２
７
３
４

件
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

合
同
会
議
で
は
伯
野
春
彦

環
境
省
大
臣
官
房
審
議
官
が

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
本
日
は

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
参

考
に
水
質
基
準
や
環
境
基
準

の
見
直
し
に
つ
い
て
議
論
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
忌
憚
の

な
い
ご
意
見
を
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

議
事
で
は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の

中
で
幅
広
く
使
用
さ
れ
て

い
る
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
（
ペ
ル
フ

ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン
ス
ル
ホ

ン
酸
）
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
（
ペ

ル
フ
ル
オ
ロ
オ
ク
タ
ン

酸
）
の
水
質
・
環
境
基

準
、
検
査
回
数
・
方
法
、

基
準
値
達
成
の
手
段
な
ど

を
め
ぐ
っ
て
意
見
交
換
し

た
。
こ
の
う
ち
水
質
・
環
境

基
準
に
つ
い
て
は
１
㍑
あ
た

り
５０
㌨
㌘
と
提
案
。
検
査
回

数
は
３
カ
月
に
１
回
以
上
を

基
本
と
し
て
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ

Ｆ
Ｏ
Ａ
の
合
算
値
が
１
㍑
あ

た
り
１０
㌨
㌘
以
下
の
場
合
は

半
年
ま
た
は
年
１
回
、
水
道

用
水
供
給
事
業
や
専
用
水
道

に
つ
い
て
は
検
査
を
省
略
す

る
考
え
を
示
し
た
。

ま
た
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ

Ａ
以
外
に
８
物
質
を
要
検
討

項
目
に
追
加
す
る
。

国
土
交
通
省
は
４
月
２４
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
３
号
館
会
議
室
で
第
５
回
「
下
水
道
等
に
起
因

す
る
大
規
模
な
道
路
陥
没
事
故
を
踏
ま
え
た
対
策
検
討
委
員
会
」
（
委
員
長
・
家
田
仁
政
策
研
究
大
学
院
大
学
特

別
教
授
）
を
開
き
、
第
２
次
提
言
の
素
案
を
ま
と
め
た
。
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
従
来
の
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
反
省
し
、
重
大
な
社
会
的
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
を
新
た
な
観
点
と
し
て
打
ち
出
し
た
。
全
国
特
別
重
点

調
査
を
踏
ま
え
、
上
下
水
道
管
路
の
点
検
の
あ
り
方
な
ど
を
抜
本
的
に
見
直
し
て
い
く
。

埼
玉
県
八
潮
市
で
大
規
模

な
道
路
陥
没
事
故
が
発
生
し

た
こ
と
か
ら
同
省
は
３
月
１８

日
、
下
水
道
管
の
全

国
特
別
重
点
調
査
を

地
方
公
共
団
体
に
要

請
し
た
。
こ
れ
を
受

け
て
検
討
委
は
重
大

事
故
の
再
発
を
未
然

に
防
止
す
る
第
２
次

提
言
に
向
け
た
議
論

を
進
め
て
い
る
。

当
日
は
松
原
誠
上

下
水
道
審
議
官
が
冒

頭
あ
い
さ
つ
に
立
ち

「
全
国
特
別
重
点
調
査
の
要

請
か
ら
約
１
カ
月
が
経
過
し

た
。
各
地
で
調
査
が
開
始
さ

れ
つ
つ
あ
り
、
八
潮
市
か
ら

本
格
復
旧
に
最
大
７
年
を
要

す
る
と
い
う
見
通
し
が
示
さ

れ
た
。
重
大
事
故
を
二
度
と

起
こ
さ
な
い
よ
う
新
た
な
提

言
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
、
一
層
の
協
力

を
要
請
し
た
。

続
い
て
家
田
委
員
長
が

「
大
規
模
下
水
道
管
は
複
線

化
し
、
ゆ
と
り
の
あ
る
構
造

に
し
て
点
検
や
工
事
に
支
障

が
な
い
方
向
で
議
論
し
た

い
。
こ
れ
ま
で
踏
み
込
め
な

か
っ
た
領
域
へ
大
き
な
一
歩

を
踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
」

と
意
欲
を
示
し
た
。

第
２
次
提
言
の
素
案
は
①

基
本
的
な
考
え
方
②
今
後
の

イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

あ
り
方
③
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
推
進
す
る
仕
組
み

の
あ
り
方
―
―
な
ど
で
構

成
。
複
雑
な
地
下
空
間
で
地

下
イ
ン
フ
ラ
の
点
検
は
不
確

実
性
が
伴
う
こ
と
を
十
分
に

認
識
し
、
道
路
管
理
者
な
ど

と
の
情
報
共
有
の
強
化
に
よ

る
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
転
換
し
て
い
く
。

特
に
上
下
水
道
管
路
の
点

検
は
重
大
な
社
会
的
影
響
を

回
避
す
る
観
点
か
ら
実
施
す

る
。
限
ら
れ
た
人
員
・
予
算

の
中
で
リ
ス
ク
の
高
い
重
点

箇
所
を
選
定
す
る
な
ど
メ
リ

ハ
リ
の
あ
る
取
り
組
み
を
推

進
す
る
。
点
検
に
際
し
て
は

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
活

用
や
新
技
術
の
開
発
に
力
を

入
れ
る
。

こ
れ
に
伴
い
上
下
水
道
管

路
の
重
要
性
や
事
故
発
生
時

に
必
要
と
な
る
排
水
規
制
に

つ
い
て
国
民
の
理
解
を
求
め

て
い
く
。
復
旧
工
事
を
行
う

際
の
民
間
事
業
者
と
の
連
携

体
制
も
強
化
す
る
。

検
討
委
で
は
今
春
に
第
２

次
提
言
、
引
き
続
き
夏
頃
に

第
３
次
提
言
を
ま
と
め
る
方

針
だ
。

第２次提言で素案第２次提言で素案
松原審議官

国交省検討委が活発に意見交換

家田委員長

基準値・点検回数など検討

伯野審議官

（旬刊５ノ日発行）2025年（令和7年）５月５日日 本 設 備 工 業 新 聞第2542号（１）


